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い ど み

古代の井戸からココヤシの実
平城京跡 (左京八条二坊五坪)

平成14年度に､奈良市教育委員会が奈良市杏町

内で実施 した発掘調査で､ココヤシの実を加工し

て作られた容器が出土しました｡
へいじ上う≠上う

調査地は､平城京の条坊復原では左京八条二坊

五坪の南東隅付近に当たり､周辺では過去 の調査
ど こ う みぞ

で､古代の建物の柱穴や､中世の土坑 ･溝､時期

不明の井戸などの退柄が見つかっていますO

今回は318rrlの発掘区を設定して調査 を行った
Iまったてばしら

ところ､古代の井戸1基､掘立柱列3条､中世の井

戸2基､溝2条､土坑1基､時期不明の井戸1基､土

坑1基等の遺構が検出されました｡

ココヤシ製の容器が出土したのは､古代の井戸

からです｡この井戸は､発掘区の中央やや北西寄
Iまりかた

りの場所で見つかりました｡井戸の掘形は､径約

1.4mの平面円形で､円筒状に掘られていました｡
わ< く さわ
枠は､一木 の丸太を到りぬいた極めて巨大なも

ので､径は約1.0m､残存する高さは約2.5m､厚

さは最大8cmもあります｡枠の下には丸瓦が敷か

れていました｡
みずため

また､水溜として､長径約0,7m､高さ約0.55m､

btらもも
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まげもの す

厚さ約1(刑の曲物を据 えていました｡曲物本体 を
し. たも たが
締めて形を保つ編は3条ありました｡

井戸枠の中に堆積 していた土の中か ら､ココヤ
とくち上う は

シ製容器のほかに､9世紀前半頃の特徴 を持つ土
じ 卓 す え き

師器皿 (ほぼ完存)､そして須恵器の破片や丸瓦､

平瓦が出土しました｡このことから見て､井戸は
へいあん含上う うつ

都が平安京 に違ってしばらく後 の頃に使用 されて

いたと考えられますO

ココヤシ製の容器
な い か ひ

ココヤ シの実の内部には､｢内果皮]と呼ばれ
かた から

る木質の固い穀があり､今回の出土品は､その

部分 をほぼそのまま利用して作 られています｡
はつがこう

ただし､発芽孔の部分の穴をさらに大きく広げ
あな

て､約3.0cmほどの孔に加工しています｡表面の
せん いしつ

加工は､外周の繊維質を除去 した他は､ほとん

ど手を加えていないようですO高さは12.3cm､

横幅は9.8cmで､一見 して長細い型をしていますO

形状等からみて､おそらくは容器 として使用さ
とが

れていたものと推測されますが､底が尖ったま

まなので､中味を入れた状態で置くことはでき

ません｡外面には ｢手ずれ｣の跡な どのような､
こんせ皇

使い込んだ痕跡はほとんどありませんで したの
ひんばん

で､日常品 として頻繁に使用 していた とは考え

にくいでしょう｡
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植物 と して の ココヤ シか ら ココヤシとは､
ねったい げん き んち

元来熱帯地方が原産地 の植物 です｡現在の 日本国

内でも､沖縄な どのような温暖な地域では､数多
じせい けつじつ
く自生 してはいますが､結実することはほとんど

ないとされています｡ よって現在では 日本国内で
み すペ

は実を産出することはできず､全て海外か らの輸

入に頼っていますO

仮に､ココヤ シ製の容器が出土 した井戸が使わ

れていた頃の日本列島の気候が､現在の気候 とあ

まり変わらなか ったのであれば､ このココヤシの

実は､ 日本列島以外の温暖な地域から､もたらさ

れたものと推定することができ ます｡
けいろ

その経路 としては､大きく二つの可能性が考え

られるで しょうoひとつ は､熱帯か らの海流 に乗
ひょうちやく かいひん

って 自然 に漂着 した ものが海浜 に打ち上 げられ､
ひろ

そ して人に拾われた可能性があります｡また一方
こうえきかつ どう じん い て き

では､海外地域 との交易活動等によ り人為的 に運

ばれてきた可能性も考えられます｡
たいけい

今回 出土 したココヤ シの実 の体型 を観察 してみ

ると､大きな特徴が見受けられます｡それは､内

果皮 の高 さと胴体 の横幅の寸法 とを比較す ると､
ふさゆう

高さの方が大きいことです｡現在世界各地に普及
ひんしゅ

して いる品種 は､今回出土 した もの とは異な り､
おおむ

高さと胴体の横幅が概ね同じサイズになっていま

す｡つまり､球形に近い体型 をしていて､今回の

出土物 とは大きく異なった形をしています｡
せ ん ぞ し ゆ

植物学的 には､今回出土 した実は ｢先祖種｣と

して考 えられてお り､ かつてはヤシ種の主流を占
だいこうかいじだい

めていたとされています｡ところが､大航海 時代
とうらい はいにkJ'うえき
が到来 し､ヤ シの実 を 船に積んで中の腫乳液 を飲
那

み水代わ りに利用する ことが盛 んに行われた結

果 ､ しだいに比較的多量の水分 を含むタイプのヤ

シの実が好まれ るようにな りました｡そ して､そ
せんばつ

うした品種が人の手によって選抜 されて､プラン

チ- ション農業で栽培 され るよ うになった結果 ､

現在の品種が世界 中に普及す ることになりま し

た｡一方で先祖種とされる長細い形の実の品種は､

今では極めて少なくなってしまったのです｡

ココヤ シ製 品の実例 か ら 本品の類例 と して
LJ:うそういんなんそう さ5さ

は､正倉院南倉に収められている宝物の中にかな

り類似 した形態 の品があります｡ ただし､正倉院

ココヤシ果実の形態と名称 模式図

(杉村順夫ほか著 『ココヤシの恵み』裳華房 1998 より転載)

宝物の例では､ココヤ シ内果皮 の上面を人面に見
そうしょ< ほどこ

立てた加工 ･装飾が施 してあります｡すなわち､

元々ある発芽孔 を広げて容器の孔 とした部分 を口
た い か

とし､また残 りの二箇所の退化発芽孔 の痕跡を 目
㌻み

の部分 として見立てて､墨等で目玉の模様 を描き

入れています｡

このよ うな装飾 は､時代 ･地域を問わず､ココ

ヤシの実を利用 した加工品 に時折み られるものな

のですが､今回の出土品についてはそ のような レ
いし上う く ふ う

イアウ ト上の意匠工夫をした様子があまり見受け

られません｡口を広 げる際に､人面を想定 してバ

ランス良 く加工 しよ うと した意図が見受け られ

ず ､ また孔 の加工状況も正倉院宝物に比べるとや
ら セ つ

や稚拙です｡さらには､他の二 つの退化発芽孔に

墨などで装飾を施 した痕跡 について も､確認で き

ませんでした｡

なお､ ココヤシの実や､それ を用 いた製品は､

全国各地で数例 の出土例が報告されています｡古
じJ:うもん や よ い

くは縄文時代や弥生時代の遺跡から出土 したもの

もありますが､そのほ とんどの例は形状的には先

祖種の体型をしてお り､前述のような植物学上の

説を裏付ける結果 ともなっていますO
せんと

今回出土 したココヤ シ製容器は､平安京に遷都
い

した後 とはいえ､まだ多 くの生活者が居たと推定

され る9世紀前半の平城京の宅地跡で使用された

と考え られます｡ この製 品の素材 であるココヤシ

の実が､果たしてどのよ うな経路をたどって もた
さだ

らされ たのかは定 かではありませ んが､古代の都
普

市にお いて､ココヤ シの実か､あるいは製品が稀
しょう りゆうつう し さ

少な りとも流通 し利用 されていた可能性を示唆す

るものであり､極めて貴重かつ興味深い資料とし

て位置付けられます｡
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